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・星遷后駆
特集串本のポンカン栽培 (P.2) 

まちの出来事 (P. 6) 
： 

いきいき活動紹介 (P. 8) 
： 

介護保険制度改正 (P. 9) 
： 

よろこびかなしみ (P. 70) 

晴れやかに 二十歳の誓い

1月3日に開催された串本町成人式にて、新成人の誓いの言葉を述べる岡田武彦さん（左）と矢野未和子さん

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・ •••20,696 人 ・男性…… 9,594人 ・女性…… 11,1 02人 ・世帯数…… 9,415世帯

（平成18年 1月 1El硯在）



（右）色づいたポンカンは一つ一つハサミで丁寧に

切り取られ、収稜さ れます。

ぽ ）コンテナいっばいに収穫されたポンカン。

（下）段々畑にポンカンが枝もたわわに実っていま

した。

紀
南
を
代
表
す
る
特
産
品
の
一
っ
、
ポ
ン
カ
ン
。

柑
橘
類
の
中
で
も
香
り
が
強
い
の
が
特
徴
で
、
柔
ら

か
な
果
肉
と
濃
厚
で
コ
ク
の
あ
る
甘
味
が
人
気
で
す
。

ポ
ン
カ
ン
の
原
産
地
は
イ
ン
ド
と
言
わ
れ
て
お
り
、

日
本
に
は
明
治
時
代
に
台
湾
か
ら
九
州
へ
導
入
さ
れ

た
の
が
始
ま
リ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
は
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
ポ
ン
カ
ン
を
い
ろ

い
ろ
な
側
面
か
ら
取
リ
上
げ
、
そ
の
魅
力
を
も
う
一

度
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
内
有
数
の
ポ
ン

カ
ン
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
重
登

山
の
果
樹
園
地
は、

12
月
中
句
ー
1
月
ヒ
旬
、
収
穫
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
同
園
地
は
昭
和
41
り

に
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
、
現
在
で
は

24ha
の

栽
培
面
租
に
約
40
戸
の
生
産
者
が
ポ

ン
カ
ン
栽
培
に
携

わ

っ
て
い
ま
す
。

重
登
山
で
生
産
さ
れ
る
ポ

ン
カ
ン
は
、
「
く
ろ
し
お

ぽ
ん
か
ん
」
と
貯
ば
れ
、
適
度
な
酸
味
と
強

い
甘
み
が

あ
る
ヒ
、
み
ず
み
ず
し
く
味
が
濃
い

の
が
特
徴
。
取
材

に
訪
れ
た
1
月
卜
旬
で
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
生
産
者

の
方
々
が
忙
し
そ
う
に
収
穫
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
し

こ
。

f
 あ

る
生
産
者
の
方
に
伺
う
と
、
「
木
1
本
で
取
れ
る

ポ
ン
カ
ン
は
コ
ン
テ
ナ
4
1
5
杯
。
収
穫
作
業
は
一
人

が
半
日
か
か
っ
て

2
本
終
わ

る
く
ら
い
の

ペ
ー
ス。
」

だ
そ
う
で
、
今
り
の
ポ
ン
カ
ン
は
「
向
が
少
な
か
っ

た

影
響
で
酸
味
が
遅
く
ま
で
残
っ

て
い

た
が
、
夏
が
署

か
っ
た
た
め
祖
分
は
1
分
の
っ
て
い
る
。」
と
の
こ
と

で
し
た
。

収
穫
し
た
ポ
ン
カ
ン
は
1
週
間
ほ
ど
倉
即
で
ね
か
し

て
お
く
と
酸
が
抜
け
て
お
い
し
く
な
る
そ
う
で、

こ
ち

ら
の
農
園
で
は
遅
く
と
も
2
月
中
に
は
全
て
の
ポ

ン
カ

ン
を
出
荷
し
て
し
ま
う
と
の
こ
と

で
し
た。

重
畳
山
果
樹
生
産
経
合
に
よ
る
と、

今
介
の
串
本
町

全
体
の
ポ
ン
カ

ン
収
穫
贔
は
昨
介
ょ
り
や
や
少
な

い
200

ト
ン
ほ
ど
を
見
込
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

l
よ

ン
食
＾
？

い
し
―い
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ビ
タ
ミ
ン
C
は
、
寒
さ
と
い

っ
た
ス

ト
レ
ス
に
対
抗
す
る
働
き
が
あ
る
と

言

わ
れ
て
お
り
、
シ
ネ
フ
ィ
リ
ン
に
は
気

管
支
の
筋
を
ゆ
る
め
る
作
用
が
あ
り
、

の
と
に
関
係
し
た
風
邪
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。

美
肌
効
果

ビ
タ
ミ
ン
A
や
C
は
、
日
焼
け
や
名

化
に
よ
る
シ
ミ
や
シ
ワ
の
防
止
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
ビ
タ
ミ
ン

C
に

は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
生
成
を
助
け
る
働
き

が
あ
る
の
て
、
肌
に
張
り
と
み
ず
み
ず

し
さ
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

疲
労
回
復

ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
が
溜
ま
り
血
行
が

悪
く
な
る
と
体
の
中
が
酸
素
不
足
に
な

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
化
し
き
れ
な
か

っ
た
脂
肪
や
緞
化
物
が
乳
酸
と
し
て
蓄

積
さ
れ
さ
ら
に
疲
れ
の
元
と
な
り
ま
す
。

柑
橘
類
の
す

っ
ば
さ
の
素
で
あ
る
ク

エ
ン
酸
は
、
乳
酸
や
余
分
な
脂
笠
を
分

鰭

燃

焼
さ
せ
疲
労
回
復
に
役
し＞

つ
効

果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
ク
エ
ン
酸
は
ミ

ネ
ラ
ル
の
吸
収
を
助
け
る
働
き
や
、
ミ

ネ
ラ
ル
の
酸
化
を
防
ぎ
活
性
酸
素
か
ら

体
を
守
る
働
き
が
あ
る
の
で
名
化
の
防

止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

温
州
み
か
ん
と
ポ
ン
カ
ン
の
栄
莞
成

分
を
比
較

（表

1
)
し
て
み
る
と
、
ポ

ン
カ
ン
の
方
が
、
た
ん
白
質
、
ビ
タ
ミ

ン
C
な
ど
の
合
有
量
が
少
し
高

い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
成
人
一
人
が

1
日
に

必
安
な
ビ
タ
ミ
ン

C
の
量
は

50mg
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

100g
の
ポ
ン
カ

ン

―
つ
で
、
そ
の
8
割
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※|．Uは国際単位で

柑
橘
類
の
味
の
基
木
は
酸
味
と
甘
味

で
あ
り
、
酸
味
は
キ
に
ク
エ
ン
酸
、
甘

味
は
泊
化
吸
収
の
良
い
糖
質
、
濃
は
干

に
遊
離
ア
ミ
ノ
酸
群
に
よ
る
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
関
連
し

た
人
間
生
活
の
基
木
物
質
て
、
疲
労
回

復

活

力
の
再
生
に
重
安
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す。

風
邪
の
予
防

柑
橘
類
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン

C
や
シ
ネ

フ
ィ
リ
ン
と
い
っ
た
風
邪
に
有
効
な
成

分
が
合
ま
れ
て
い
ま
す
。

【表 1]ポンカンと温州みかんの栄蚕成分比較 (100gあたり）

エネル たん白
脂臼

ビタミ ビタミ ピタミ ビタミ

ギー 鍼 ンA ンB1 ンB2 ンC

ポンカン 41 kcal 09g 0 1 g 601 U 0 08叩 0 04叩 40叩

温州
39 kcal 05g 0 1 g 601 U 0 07叩 0 04叩 35叩

みかん

1 I.U =0.3マイクログラム
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1
月
8
日
、
消
防
署
員
、
消
防
団
貝
、

秤
野
姉
人
防
火
ク
ラ
プ
の
皆
さ
ん
ら
約
360

人
が
出
席
し
、
合
併
後
初
と
な
る
串
本
町

消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
式
典
で
は

松
原
町
に
が

「昨
年
は
国
内
外
で
自
然
災

古
が
相
次
い
だ
。
当
地
域
て
も
南
池
・
束

南
池
地
哀
の
発
牛
が
危
恨
さ
れ
て
お
り
、

消
防
の
責
務
は
ま
す
ま
す
大
ぎ
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。」
と
挨
拶
。

式
典
終
（
後

に
は
参
加
者
仝
貝
で
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

消
防
署
衷
ま
で
の
道
路
を
分
列
行
進
し
ま

し
た
。
臣
後
に
団
目
た
ち
は
岸
壁
に
て
一

斉
放
水
訓
錬
を
実
施
し
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
の
式
典
で
は
次
の
団
員

安心して暮らせる

地域を目指して

串本町消防出初式

串本消防怒裏の岸壁で行われた一斉放水訓練

12
月
2
3
H
1
2
5
H
、
樫
野
埼
幻
台
同
地
に
て
、
樫
野

崎
水
仙
ま
つ
り
が
開
価
さ
れ
ま
し
た
。
同
園
地
に
は
、

押
野
埼
灯
台
を
設
計
し
た
英
国
人
技
師
が
持
ち
込
ん
た

と―
-n
わ
れ
る
水
仙
が
約
12
万
本
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
訪

れ
た
見
物
吝
は
甘
い
香
り
が
漂
う
同
内
て
、
青
い
海
と

白
い
水
仙
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
に
日
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し

た。

ま
た
会
場
で
は
水
仙
の
鉢
柚
え
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、

灯
台
の
無
料
開
放
、
地
場
産
品
の
販
売
会
な
ど

の
イ
ベ

ン
ト
が
迪
H
行
わ
れ
、
束
場
者
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
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蓋
胃

g
鼻
置
幽
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1110
、
1111
の
3
つ
の
中
学
校
の
統

和

深

・
11
並

・
イ
11

l

合
に
よ
り
木
年
4
月
に
誕
叶
す
る
出
木
西
中
学

れ

歴

史
が
あ
り
こ
れ
ま
で
文
え
育
ん
で
く

(
校
の
校
き
と
校
歌
が
完
成
し
ま
し
た
。

れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
あ
り
ま
す
。

．

枚
序
は
人
島
什
仕
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
新
し
い
枚
音
丁
枚
歌
に
は、

こ
れ
ら
を
凶
斗
m

.

・
ナ
ー
・
安
Ill
伝
人
郎
さ
ん
が
3
校
の
叶
徒
た
ち

し

な

が
ら
、
こ
こ
に
集
う
者
た
ち
が
手
を
つ
な

・

・
に
美
術
指
、
1
？を
行
い
、
叶
徒
た
ち
の
参
肌
の
も

ぎ

、

知
患
を
出
し
合
い
、
今
ま
で
以
上
に
地
域

．

)

と
、
デ
ザ
イ
ン
を
仕
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
に
結
び
つ
い
た
学
校
を
創
り
出
し
て
い
く
と

い

）

～

枚
歌
は
人
島
小
学
枚
枚
歌
の
作
詞
ぷ
で

も

あ

う
W
心
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

i

l

る
西
付
良
彦
・

和
深
中
学
校
長
が
作
詞
教
室
を

(
開
講
し
、
「
新
し
い
学
校
は
社
た
ち
の
手
で
」

(

の
方
針
で
、
什
校
叶
が
作
洞
の
取
り
組
み
を
，
11

串
木
西
中
学
校

校

歌

．

友

よ

・

い
、
西
村
先
叶
が
こ
れ
を
と
り
ま
と
め
完
成
い

i

ま
た
作
曲
は
、
高
野
口
町
出
身
の
111
川
知
丸

竹
詞

生

徒
一
同

i

～

了
氏

（人
阪
音
楽
大
学
非
常
勁
講
師
）
に
依
頼

西

付

良
彦

i

～

し
、
こ
の
ほ
ど
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
巾
川
氏

竹

曲

半
川
矧
好
子
～

l

は
、
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
・

シ
ン
ク

ロ

ナ
イ
ズ
ト
ス

イ
ミ

ン
グ
H
木
代
表
チ
ー

ム
曲

ー

、
ふ
る
さ
ど
の
空
が
好
き
青
い
空

．

(

畑
間
を
作
曲
、

出
木
コ

ー
ロ
び
お
れ

っ
た
A
I

ふ
る
さ
ど
の
海
が
好
き

脊

い

海

．

・
日
人
会
出
場
曲
「
出
木
節
」
の
編
曲
を
手
が
け

枯

木

灘
に

風

が
わ
た
れ
ば

友
よ

い

つ
も
笑
顔
て

意
気
高
ら
か

に

・

よ
零
□8

/

/

/
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i
・
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・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・
／
・

の
方
々
に
対
し
て
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
c

（
分
団
名

・
敬
称
略
）

【
団
長
表
彰
】

◎
10
年
以
上
勤
続
表
彰

田
中
繁
、
漆
畑
繁
生
、
山
崎
健
一
、
井
本

軍
弘
、

川
卜
保
、
前
田
光
晴
、
八
幡
恵
升
、

住
野
弘
、
後
藤

r‘
小
川
育
夫
、
青
木
悟
、

＝
未
＇
宣
に
、
雑
質

博
生、

古
田
正
一
、
塩

見
丁
叩
、
森
直
樹
、

村

m安
弘
、
佐
藤
冗

昭、

岩
木
大
策
、
梅
野
光
児
、
速
見
譲
、

網
真
作
、
四
田
聖
、

辻
本
弘
之
、
佐
藤
彰

芳
、
戊
利
奈
史
、
矢
敷
博
伸
、
関
．
戸
魯
善、

塩
見
典
子
、
泉
盾
美
、
古
田
み
ど
り
、
和

田
雅
＋
、
冨
田
安
＋
、
古
田
吏
、
井
道

一

馬
、
垣
陸
継
、
堀
永
、
竹
田

一
郎
、
南
カ

健
次
、
上
地
勅
也
、

井
卜
通
、
南
民
也
、

堀
下
通
、
橋
本
利
也、

岩
本

一
也
、
薮
板

義
人
、
坂
本
幸
丈
、
川
鶴
稔
、
削
地
頁
帆
、

園内に咲き乱れる水仙は串本の冬の風物詩として、

訪れる方々の目を楽しま せています。

樫
野
崎
水
仙
ま
つ
り

堀
込
康
裕
、
久
堀
辰
平
、
大
森
正
杞
、
四

山
敏
次
、
束
伸
行
、
麗
績
、

山
中
昭
、
山

崎
晃
、
白
野
逹
也
、
芝
秀
紀

◎
20
年
以
上
勤
続
表
彰

杉
尾
濱
、
峰

111利
人
、
中
内
隆
博
、

山
口

藤
夫
、

勝
山
常
治
、

宮
本
健
司
、
山
本
隆
、

中
山
保
、
角
崎
和
郎
、
石
垣
伍
、
出

□大

蔵
、
出
口
清
成
、
旭
口
迎
二
、
橋
爪
利
雄、

同
木
政
之
、
杉
本
武
雄
、
鈴
木
利
朗
、
小

片
勤
、

桝
本
安
裕
、
方
森
功
、
杉
木
和
幸
、

太
出
光
則
、

岡
野
猛
、
仕
野
＂
方
文
、
垣
下

良
丈
、

芝
明

一
、
ト
下
勤
、

111川
勺
志
夫
、

永
井
幹
男
、
谷
口
．
男
、
中
出
誡

一
、
橋

爪
直
紀
、
加
森
聘
壽
、
内
匠
敬
治
、

新
田

和
彦
、

苫
谷
昌
司
、
核
本
柚
、
上
出
章
次
、

小
平
典
男
、
尾
崎
太
、
濱
兄

◎
30
年
以
上
勤
続
表
彰

関
戸
啓
介
、
芝
崎
晴
一
、
関

1
保
次
、
宮

田
典
男
、
吉
本
田
、
山
本
裕
彦、

浅
井
政

巳
、
前
田
市
海
男
、
川
卜
進

一
、
奥
田
頁

◎
40
年
以
上
勤
続
表
彰

橘
出
規
男

【
東
牟
婁
支
部
長
表
彰
】

T
拓
、
沖
政
秀
、
中
井
斉
、

佐
藤
武
治
、

加
森
辿[

1

方、

渡
辺
伸
守
、
内
戸
敬
治
、
川

上
博
、
冗
崎
太
、
西
川
稔
、
山
鯰
健
一

【
和
歌
山
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

内
匠
敬
治
、

祈
田
和
彦
、

永
井
幹
刃
、
中

田
誠
一
、
谷
ロ

一
男
、
橋
爪
直
紀
、

加
森

翌
灯
、
苫
谷
昌
司、

榎
本
柚
、
上
田
章
次
、

小
平
典
男
、

尾
崎
太
、
頃
兄
、
閻
木
政
之

お
詫
び
と
訂
正

1
月
号
の
町
議
会
の
記
事
に
お
い

て
、
「
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定
」

に
つ
い
て

「
U
J
決
」
と
お
伝
え
し
ま

し
た
が
、

「総
務
常
任
委
日
会
へ
付

托
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
汗
い
た
し
ま
す。

年末年始における火災・救急件数

事故種別
出塔件数 椴送人員

傷病程度別
串本署古座署 串木署吉座署

急 病 14件 6件 13人 6人 経(ll)中 （8)直 (0)

交通事故 1件 3件 1人 5人 軽（4)中 (1)重 (1)

一般負愕 0件 2件 0人 2人 軽（0)中 (2)墾 (0)

そ の 他 2件 0件 2人 0人 経(2)中（0)重 (0)

転院据送 0件 1件 0人 l人 軽(0)中 （0)重 (1)

17件 12件 16人 14人
経(17)中 (ll)重 (2)計

29件 30人

※火災件数 0件 ・救助件数 1件

?‘ 広報くしもと 2 広報くしもと 2 、‘
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| シリーズ介護保険制度改正① | 

介護保険制度が介護予防を重点に改正されます

お元気な方がなるへく要介護にならないようにまに要介護に

なってからも地域で自立しに生活が送れるように、平成18年度

から「新しい介護保険制度」と「地域支援事業」の 2本杜で高

齢者の方々を逓続的に支えていくことになりました。

そして、 その拠点として「地域包括支援ビンター」 が串本町に

設置されます。

-------------------------------------------------, 
介護予防 ＊元気な方も支援や介護が必要な方も生活概能の低下や I 

とは 重度化をできるたけ防ぎ、自分らしい生活を実現出来るよ I 

う支援することです。

＊ そのために、 生活概能の低下が軽度である早い段階から継 I 

続して、予防的な宇業、サービスを提供していきます。 I 

・-------------------------------------------------・ 
0 「新しい介護保険制度」は、要介護状態の区分が従来の 6段階から7段階に

なリます。 （下臨

そして、従来の要支援と要介護 1(J) 恕が心身の状態によリ介證予防サー

ビスと介護サービスに分けられます。

0 「地域支援事業」は、要介護誇定が非該当となった方・介護は必要ないが虚

弱な高齢者の方等に、 介護予防サーピスを提供していきます。
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※広雑への投社を希望さ れない）」は 、lrtlil,'の応に窓nにお巾しii,'くださ い。

よろこび

かなしみ

(12JJ受付分 1杖称略）

古
潮潮 繭 串 串 串 津 座
野 川

岬岬川 本本本荷町

い
つ
ま
で
も

お
幸
せ
に

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

士
』

ぇ

カ

T
井
彩
恵
加

庄

繭

野

川

か
、
す
き

西

野

和

希

貞

潮

岬

あ
き
ら

廣
畑

証

和

希

串

本

繋

五

屈

宏

串

本

西
山
侠
之
軸

敏

次

有

田

谷
川
原
尚
大

正

行

須

江

ひ
な
た

飯

田

賜

rluj

将

之

潮

岬

ぁ
ぉ
し

浦
地

葵

泊

西

rluj

川
端

叩

亨

美

奈

西

rluj

／ へ ヘ ／

合 令 瀬 II（藤 土北南
悶
倖田烏 □1測 井 (1(

琢

巳恵勉
直

美

英

雄
た
ま
き

憲

和

否

奈

秀

雄
）
の
供
蒼
と
し
て
社
会
輻
祉
協

議
会
へ

。

◇
東
絹
美
さ
ん
（
潮
岬
）
か
ら
、

'
L
文

（
晃
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
へ

。

◇
無
相
教
会
海
林
守
支
部
代
表
・
中
村

さ
ほ
き
さ
ん
（姫
）
か
ら
、
礼
会
紐
祉

協
議
会

へ
。

◇
野
原
美
代
＋
さ
ん
（
闇
野
川
）
か
ら、

先
祖
供
歪
の
た
め
社
会
輻
祉
協
議
会

へ
。

◇
堀
求
さ
ん
（姫
）
か
ら
、
＇
」
月
（
ト
ミ

ヱ
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会

へ。

◇
安
田
逹
七
さ
ん
（
大
局
）
か
ら
、

'L
父

（善

一
）
の
ぷ
口
典
返
し
と
し
て
社
会
輻

祉
協
議
会

へ
。

O
M
O
T
T
A
I
N
A
I
串
本
か
ら
社

会
福
祉
流
議
会

へ。

◇
山
本
亨
さ
ん
（田
井
）
か
ら、

'
L
祖
月

（ふ
ら
枝
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会

輻
祉
協
議
会
へ

。

◇
尾
崎
否
代
さ
ん
（
串
本
）
か
ら
、

'
L
丈

（
昭
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会

へ
。

◇
羽
田
正
也
さ
ん
（
有
田
）
か
ら
、
＇
」
父

（壽

一
郎
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
議
会

へ。

兌

お
誕
生
お
戸
只
い
す

久 温 江 人 北 阿 深 上 小 堀大松 川 尾寒安海藤深奥鵡 松凸口 林
倉井 見野部 海 ‘ I; 川 口和本 D 崎 川田ど~ 本海 村村橋、J

名 保
み ＝―-花成隆高烹 徳 III 陀 ス善 ふ信年 サ慶初 松

茂 さ 之 太 一 武 昭ナ 良 ザ 隣
ゑ助郎代＋治文 一 郎次 男 エー さ 雄 明工子の市芙

◇
林
一
晶
さ
ん
（
串
本
）
か
ら
、
＇

」
け
（
松

美
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
輻
祉

協
議
会
へ
。

皆
様
、
新
年
を
お
健
や
か
に
お
過
一

ご
ー
で
し
ょ
う
か
。
古
来
か
ら
我
が
一

国
で
は
初
夢
に
次
の
夢
を
見
る
ど
め
一

で
た
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
富
一

士
、
二
鷹
、
三
茄
子
。
残
念
な
が
ら
、

一

私
は
ど
の
夢
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
一

せ
ん
で
し
た
が
、
砦
様
方
は
ど
う
一

だ

っ

た

で

し

ょ

う

か

。

―

こ
の
ど
こ
ろ
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
一

も
め
っ
き
り
減
っ
た
の
で
す
が
、
た
一

ま
た
ま
元
日
の
深
夜
、

N
H
K
で
千
一

利
休
に
発
し
て
約

4
0
0年
の
歴
史

一

を
持
つ
、
日
木
の
「
茶
の
湯
の
心
」

一

を
扱
っ
た
番
組
を
見
ま
し
た
。
そ
の
一

極
意
は
、
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
も
一

て
な
す
心
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
一

し
た
。過

ぎ
去
っ
た
年
を
振
り
返
り
ま
す
一

と、

①
合
併
に
よ
る
新
串
木
町
の
発
一

足、

②
日
木
・
ト
ル
フ
友
好

1
1
5
-

周
年
、

③
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
な
一

ど
、
新
串
木
町
に
と
っ
て
画
期
を
な
―

す

年

で

あ

り

ま

し

た

。

―
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串 串 和串 串串和和田押出和出串有大田出和田田有田田串
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本本深 本 本本深深上 野雰深雫本 田烏中． 竺深赤＃．田 中．＃．本

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

削

芝

リ

セ

＋

渭

水

操

谷

口

進

一

山

崎

か

つ
の

大
畑

質

小
馬

5

へ

忍
頂
古
美
つ
恵

谷

ロ

ト

ミ
エ

宮
本

賓

十

久
間

正

次

田

中

進

古

田

友

十

町長随趙

◇
嶋
村
醇
一

さ
ん
（
田
井
）

か
ら
、
止
妻

（サ
ザ
エ

）
の
否
典
返
し
と
し
て
田
井

名
人
ク
ラ
ブ
ヘ

。

◇
山
村
早
人
さ
ん
（串
本
）か
ら
、＇
」
父

（良
治
）
の
供
蒼
と
し
て
串
本
第
3
¥

人
ク
ラ
ブ
及
び
否
典
返
し
と
し
て
社

会
輻
祉
協
議
会

へ。

◇
堀
口
徳
弘
さ
ん
（潮
岬
）
か
ら
、，
L
父

冠

一
郎
）
の
否
典
返
し
と
し
て
樫
野

名
人
ク
ラ
ブ
及
び
社
会
福
祉
協
議
会

へ。

◇
谷
口
信
也
さ
ん
（潮
岬
）
か
ら
、，
L
け

◇
北
野
琉
さ
ん
（
串
本
）か
ら
、，
L
月
（
花

代
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
幅
祉

協
議
会
へ

。

特
に
旧
古
座
町
・
旧
串
木

町
の
合
併
は
大
き
な
出
来
事

で
し
た
。
私
は
誕
生
し
た
こ

の
新
し
い
町
を
よ
り
よ
い
町

に
す
る
た
め

に
、
町
民
の
皆

様
方
が
お
互
い
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
手
を
取
り
合
っ
て

迫
ん
で
行
っ
て
ほ
し
い
、
そ

の
た
め
に
自
分
ど
役
場
職
頁

は
全
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
一

ど
の
気
持
ら
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

一

私
は

1
月

4
日
の
仕
事
始
め
式
で
、
一

「
内
外
の
意
見
を
聴
く
こ
ど
」
を
今
年

i

の
大
き
な
目
標
ど
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

i

具
体
的
に
は
町
民
の
搭
様
方
へ
の
一

①
町
政
報
告
と
意
見
を
聴
く
会
の
実
施
一

②
町
職
員
ど
の
懇
談
会
の
実
施
（
す
で
一

に
迫
行
中
で
す
）

③

「
目
安
箱
」
（
仮
称
）
の
設
置

一

な
ど
で
す
。

ま
た
、

1
月

10日
の
庁
談

（役
場
幹
一

部
職
員
の
会
議
）
で
も
、
職
務
の
遂
行
一

に
あ
た

っ
て
は
次
の

2
つ
の

S
を
肝
に

i

88 92 77 75 88 87 90 80 94 76 70 67 

銘
じ
る
よ
う
指
示
し
た
ど
こ
ろ
で

す
。CDス

ピ
ー
ド
ア

ッ
プ

⑦
サ
ー
ビ
ス
ア

ッ
プ

当
然
の
こ
ど
で
す
が
、
私
た
ら
公

務
員

（役
場
の
職
員
）
は
町
民
全
体

の
奉
仕
者
で
あ
る
ど
い
う
自
党
を
持

ら
、
常
に
「
町
民
の
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
ど
は
何
か
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

に
つ
い
て
、
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
「
お
客
様

を
も
て
な
す
心
」
ど
い
う
茶
の
湯
の

精
神
ど
も
無
関
係
で
は
な
い
、
ど
思

い
ま
す
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
うご

ざ
い
ま
す

中 上田西潮串潮和潮 I制 1剥 潮
田 野野

洛原原 向岬 本 岬 深岬川）II岬

松原 繁樹

（キ
ミ
ニ
）
の
否
典
返
し
と
し
て

つ
は

さ
共
同
作
業
pJi
へ。

◇
深
海
愛
＋
さ
ん

（和
深
）
か
ら
、

'L
夫

（信
雄
）
の
香
典
返
し
と
し
て
前
地
¥

人
ク
ラ
ブ
及
び
札
会
福
祉
流
議
会

へ
。

◇
深
海
つ
や
十
さ
ん
（和
深）
か
ら
、＇
」
文

藷

治
）
の
香
典
返
し
と
し
て
削

地

¥

人
ク
ラ
ブ
及
び
社
会
福
祉
流
議
会

へ
。

◇
松
村
喜
美
男
さ
ん
（
有
田
）か
ら
、
，L

妻
（
慶
＋
）
の
否
典
返
し
と
し
て
有
田

名
人
ク
ラ
プ
及
び
社
会
似
祉
協
議
会

へ
。

◇

山
淑
＋
さ
ん
（和
深
）
か
ら
、
，
L
文

（健
蔵
）
の
香
典
返
し
と
し
て
和
深
東

地
区
へ

。

◇
寒
川
剛
さ
ん
（有
田
）
か
ら
、
＇
」
月
（
ス

ナ
エ
）

の
否
典
返
し
と
し
て
有
田
¥

人
ク
ラ
プ
ヘ
。

◇
海
と
名
正
丈
さ
ん
（
田
北
）か
ら
、
，
L

妻
（
良
）
の
香
典
返
し
と
し
て
田
中
¥

人
ク
ラ
ブ
ヘ
。

◇
鈴
木
義

一
さ
ん
（潮
岬
）
か
ら
、
，
L
け

（副
＋
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
似

祉
協
議
会
へ
。

◇
田
満
文
さ
ん
（大
烏
）
か
ら
、

'L
義

叔
け
（烏
田
美
や
ゑ
）
の
否
典
返
し
と

し
て
社
会
幅
祉
協
議
会
へ

。

◇
谷
口
朝
＋
さ
ん
（大
烏
）
か
ら
、＇
」
文

◇
南
正
顕
さ
ん

（潮
岬
）
か
ら
、
＇
」
父

露

）
の
ぷ
口
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
へ

。

⑭ 広報くしもと 2 広報くしもと 2
ーり



よ
る
遺
族
年
令
、
遺
族
給
与
命
（
公
務

傷
病
又
は
勤
務
関
連
傷
病
に
よ
る
死
＇
」

を
支
給
事
山
と
す
る
も
の
）

•
I
D令
共
済
組
合
特
別
措
四
法
の
殉
職

年
金

な

ど

※
請
求
期
限
は
平
成
18
年
3
月
31
日
ま

で
で
す
。
こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
、
時
幼

に
よ
り
権
利
が
消
滅
し
、
特
別
給
付
令

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
讀
求
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
品
求
手
続
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
保
健
輻
祉
課

(6
0
7
3

5
|
6
2
|
0
5
5353
)
ま
た
は
、
県

の
援
没
担
当
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
別
児
巫
扶
菟
手
当
と
は、

20
歳
木

潤
で
身
休
や
知
的
ま
た
は
精
神
に
中
利

度
以
上
の
障
古
も
し
く
は
に
期
に
わ
た

る
安
静
を
必
安
と
す
る
病
状
に
あ
る
児

菫
を
監
渡
し
て
い
る
保
＂

哀
者
に
対
し
て

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
樟
害
児
の
輻

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
児
ャ
里
が
障
害
を
支
給
事

111

と
す
る
公
的
年
令
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
き
や
、
児
蘊
紐
祉
施
設
な
ど
（通

し
「
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
」
が
設

立
さ
れ
ま
す

i

放
課
後
、
保
＂

設
者
が
仕
事
等
で
家
に

い
な
い
小
学
校
］

1

3
年
生
の
児
ャ
里
を

対
象
に
学
ャ
里
保
脊
所
を
開
設
し
て
い
ま

す。

束
年
度
の
巾
込
み
は
2
月
末
日
ま

で
で
す
。

※
詳
し
く
ぱ
役
場
保
健
福
祉
課

(
6
0

7
3
5J
|
6
2
|
0
5
5
5
J
)、
ま
た

は
串
本
学
菫
保
脊
所

(
6
0
7
3
53
|

6
2
|
6
4
6
6
)
、
古
座
学
ャ
里
保
育

所
(
1
0
7
3
5
|
7
2
|
3
53
7
1
)

へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ
＆
行
事市

町
村
税
の
徴
収
率
は
年
々
低
下
し
、

こ
の
よ
う
な
状
態
を
放
置
す
れ
ば
、
地

カ
税
に
対
す
る
不
公
乎
咄
が
増
大
し
、

税
務
行
政
へ
の
不
に
感
に

つ
な
が
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
乎
成
18
年
4
月
か
ら
県

内
令
市
町
村
と
県
が
連
携
し
て
、
国
税

経
験
者
や
弁
設

L
な
ど
を
顧
間
に
迎
え

入
れ
、

滞
納
粒
坪
の
市
門
組
品
で
あ
る

五和
歌
山
地
JJ税
回
収
機
情」

を
設
立

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

地
Jj税
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

国
民
健
康
保
険
税
・
眸
自
動
車
税
）
に

つ
い
て
、
再
―
-
．の
催
告
に
応
じ
な
い
案

什
や
滞
納
顎
が
高
額
な
案
什
等
の
事
案

を
引
き
受
け
‘
財
産
胴
査
や
正
し
押
さ

え
公
売
な
ど
の
滞
納
栢
理
を
行
い
ま
す
。

対
象
f
定
の
滞
納
者
に
は
、
催
古
文

害
を
送
付
し
ま
す
。
期
日
ま
で
に
納
付

意
思
が
見
ら
れ
な
い
場
〈
LI

に
は
、
機
構

へ
引
き
継
ぎ
、
本
格
的
な
滞
納
整
輝
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
税
務
課

-1

所
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
と
き
は
、

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
支
給
金
額

児
箪
の
人
数
と
蹄
宮
の
等
級
に
応
じ

0
7
3
53
|
6
2
_
0
5
5
J
5
)
＼

o
 

ー
戦
没
者
の
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連絡先

串木町役場木庁舎 TEL62-0555 

串木町役場占座分庁舎 TEL 72-0081 

串 木 病院 TEL62-0635 

古圧／II 病院 TEL72-0280 

学校教育課 TEL62-6066 

生涯 学 習誅 TEL62-0006 

串木町立図書館 TEL62-4653 

保 健 セ ン タ ー TEL62-6206 

サンコの湯 TEL62-2001 

B&G海洋センター TEL 62-5540 

国民宿舎 あら ふね TEL74-0124 

町内放 送 案内 TEL62-3200 

串木町ホームページアドレス

http://www.town.kushi叩 to.wakayama.jp/

串木町メールアトレス1代表）
kikaku@t畑 n.kushimoto.wak"fama.Jp
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旦国国園口闘国
日I曜 1 行事内容（時問） 場 所 I主菅課等

27 I月

2 木 健際相談 ド環福社課

1 | | m(9:00~ll:00）湘岬 公民館

3巳(9:30-77:00)須江他展曽理センター

68(9:30-77:00)和深 公民館

7E(9:00~ll:00)田並公民館

lDB (9:30-ll :00)樫野青年会 館

l3E(l3:00~l5:00)保健福祉センター

15ビ(9:30-70:30)上暉こ活改邑ヒンター

(70:30-ll :30)佐部 芙 会所

(73:30-74:30)伊串多目的集会所

228 (9:30-70:30)津荷老人憩いの家

24丘(l3:00~l5:00)大島開発総合ビンター

27E(9:00~11:00)串本町役場本庁舎

9 I木 1人権行政相談 1＝色多目的集会所I住民 課

(l3:30~l5:30) 

9 I木 I一般献血

(70:00-75:00) 

10 I金 1行致相談

(l3:00~l5:00) 

121 B 1第 1回町民呂楽祭 1串本町文化センターI生涯学習課

(13:00開会予定）

14 I火 I親子教室〈ひよこ広場〉 I保健福祉センタ―|1呆健福祉課

6ヶ月～ l歳児

(70:00-ll :30) 

16 I木 I一般献血 1串本町調古座分語I保健福祉課

(l3:00~l6:00) 

17 I金 1行政相談

(13:00~15:00) 

叫金 I親子教室〈ちひっこ広場〉 I保健福祉センターI保健福祉課

2~3歳児

(10:00-11 :30) 
ト—|----j- -----------1--------f------

和歌 山 市 「生涯学芦19 I日1第5回

和歌山繋而町村対1冗
ジュニア駅伝競走大会

(ll:00～ 

自 衛 隊I保健福祉課

古座裡祉センタ―I住民課

田原山村交流じンターI住 民 課

トー「1―_＿_＿＿＿＿＿_＿こ＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿ 
21央 年金相談 1串本町役場本庁舎［主民 課

(70:00-75:00) 
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サンナンタンランド

非ャンズ鼠羅
2)J以］奇、半本町柁介連動

公］？］ （サンナンタンラ ンド）

において下記のチームのキ・- -n 

ャンプが行われますっ見学は自 Illですので、ぜひlふヤこに

ぉ辿しくたさい．，

◆野球場（野球）

忌岡リトルシニア富山果） 2 /9（木）～2•12 （ 日 ）

ホンダ鈴鹿 （竺宦県） 2 /]6（木）～3／ l （水）

同志社大学（京都府） 3 ／ l （水）～3• 7 （火）

五條忌校 （奈良果） 3 •24 （金） ～ 3 ／27（月）

即 II忌校（北海遥） 3 •28 （火） ～ 4 ／ 3 （月）

♦ 多目的グラウン ド （サッカー）

龍谷大字（京都府） 2 /9（木）～2•1 3 （月）

大阪市立大字 （大阪府） 3，10（金）～3／16（木）

和泉 S.T：フットポール

クラプ （大阪府）
3 •25 （土） ～ 3 /27（月）

※2月27n（月）には白闊大学vsホンダ鈴鹿、 3月1n

（水）にはホンダ鈴鹿 vs同窓社大学の紬営試合か千定さ

れていますしま た、 ホン ダ鈴鹿の選丁によ る少年野球

教字も開催千定てすJ(nl如木定）

コし＿＿―-ロ
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）

こついては，次の遇りで
平成18年度

串本町総合運動公園（サンナンタンランド）

施閉鎖予定時間

◆野球場

12/ l ~12/31 
◆多目的グラウンド

5/8~6/30 
◆イベント広場

5/8~5/31 芝整備及ひ蓑年期間

※グうウント竪偶等の都合により，閉鎖予定期間に変

更がある境合がありますので言手前に予約窓□まで
お周い合わせください。

土浦充及び芝整備

芝整備及び養生期間
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合併後初となった今年の成人式に

は新成人※203名（男98名女105名）

が参加し、大人としての誓いを新た

にしました。式は串本ロイヤルホテ

ルにてパーティ形式で行われ、会場

ではスーツや振り袖姿の新成人たち

が久しぶりに再会した1日友たちと近

況を報告しあったり、記念撮影をす

る姿が見られました。

※旧古座町では成人式を夏に開催していた

ため、今回、旧古座町の対象者は 2年にわ

たりました。


